
(第 3種郵便物認可)3月 23日 (火曜日)

「
国
民
の
資
産
の
た
た
き
売
り
」
と
し
て
ブ
ー
イ
ン
グ
の
嵐
を
呼
ん
だ

「
か
ん
ぽ
の
宿
」
騒
動
か
ら
ほ
ぼ

一
年
。

会
計
検
査
院
が
日
本
郵
政
の
不
動
産
取
引
を
検
査
し
た
結
果
が
公
表
さ
れ
た
。
報
告
書
は
、

「
か
ん
ぽ
の
宿
」
以
外

に
も
、
払
い
下
げ
後
の
資
産
が
高
く
転
売
さ
れ
る
実
態
、
運
営
利
益
が
関
連
天
下
り
法
人
に
プ
ー
ル
さ
れ
る
仕
組
み

も
明
ら
か
に
し
て
、
不
透
明
さ
を
強
調
し
て
い
る
。

（加
藤
裕
治
、
鈴
木
伸
幸
、
篠
ケ
瀬
祐
司
）

払
い
下
げ
は
何
の
た
め
に

行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
会

計
検
査
院
の
報
告
書
の
中
に

は
、
そ
ん
な
思
い
を
抱
か
せ

る
事
例
が
あ

っ
た
。

金
沢
市
の
中
心
部
か
ら
バ

ス
で
半
時
間
ほ
ど
の
同
市
金

石
地
区
。

「
住
宅
地
だ
け
れ

ど
最
近
は
人
が
減

っ
て
い
ま

す
。
す
ぐ
近
く
に
は
蓮
田
や

空
き
地
も
残

っ
て
い
ま
す
」

と
近
所
に
住
む
男
性
雀
じ
。

こ
の
の
ど
か
な
住
宅
地
に
二

〇
〇
五
年
十

一
月
ま
で
金
石

郵
便
局
が
あ

っ
た
。

報
告
書
に
よ
る
と
、
日
本

郵
政
公
社

（
現
日
本
郵
政
）

は
〇
六
年
二
月
、
跡
地
を
民

間
に
売
却
。
予
定
価
格
は
五

千
八
百
五
十
万
円
だ
が
、
実

際

は
他

の
土

地

と

一
緒

に

「
一
山
い
く
ら
」
の

「
バ
ル

ク
売
り
」
で
扱
わ
れ
た
。

そ
の
跡
地
が
〇
八
年
二
月

末
ま
で
の
二
年
間
で
六
回
も

転
売
さ
れ
、
最
終
的
に
分
筆

さ
れ
て
個
人
向
け
の
宅
地
に

な

っ
た
。
土
地
の
値
段
は
転

売
の
た
び
に
上
が

っ
た
。
三

回
目
の
転
売
の
売
買
価
格
は

七
千
三
百
二
十
万
円
。
五
回

目
で
は

一
億
二
千
五
百
万
円

に
達
し
た
。

会
計
検
査
院
に
よ
∠

〇
三
年
度
か
ら
〇
七
杜

間
に
、
郵
政
公
社
は
小

と
も
約
二
千
三
百
四
上

円
か
け
て
取
得
し
た
ズ

六
百
二
十
八
件
を
約
二

四
億
円
で
売
却
し
た
。

後
、
約
八
割
の
五
百
上

転
売
さ
れ
、
最
多
の
経

数
が
先
の
金
石
の
六
Π

総
務
省
に
よ
る
と
、
同
財

団
の
理
事
長
に
は
郵
政
次
官

な
ど
元
官
僚
が
五
代
に
わ
た

り
就
任
。
役
職
員
数
四
十

一

人
の
う
ち
九
人
が
官
僚
か
日

本

郵

政

の

Ｏ

Ｂ
で
占

め

る

「
天
下
り
団
体
」
だ
。

郵
政
関
連
の
公
益
法
人
三

十
五
団
体
の
中
で
は
有
給
常

勤
役
員
の
平
均
報
酬
が
最
も

高
く
、
年
千
三
百
万
か
ら
千

六
百
万
円
だ

っ
た
。

会
計
検
査
院
は
、
委
託
事

で
メ
ル
パ
ル
ク
等
の
運
営
は

振
興
会
に
の
み
委
託
さ
れ
て

い
た
こ
と
な
ど
特
殊
な
状
況

が
あ
り
、
利
益
が
す
べ
て
ゆ

う
ち
ょ
財
団
に
帰
属
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
今
後
、
検
討

の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
」
と
報
告
し
た
。

だ
が
、
同
財
団
は
、
利
益

の
処
分
に
つ
い
て
の
規
定
が

な
い
こ
と
を
盾
に

「
問
題
は

な
い
」
と
の
立
場
だ
。

◆

〇
八
年
十
二
月
に
結
タ

と
こ
ろ
が
、
最
終
的
”

の
総
務
相
だ

っ
た
鳩

・‐．

氏
が

「
国
民
に
出
来
」

と
思
わ
れ
る
」
と
待

一

か
け
、
〇
九
年
二
月
一

に
至

っ
た
。

会
計
検
査
院
は
こ
（

方
式
に
つ
い
て
、
旧
奇

社
時
代
は
単
純
売
却
】

て
の
施
設
を
売
り
、
「

上
げ
て
い
る
こ
と
な
い

由
に

「
事
業
の

一
括
一

資産価値 は 150億円といわれなが ら、一 山い く
らで売 られる寸前だ つた「ラフ レさいたま」 =
さいたま市で、本社ヘ リ「おおづる」か ら

かんぼの宿」など日本郵政の不動産の売
や保有状況に関する会言十検査院の報告書
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「
国
民
の
資
産
の
た
た
き
売
り
」
と
し
て
ブ
ー
イ
ン
グ
の
嵐
を
呼
ん
だ

「
か
ん
ぽ
の
宿
」
騒
動
か
ら
ほ
ぼ

一
年
。

会
計
検
査
院
が
日
本
郵
政
の
不
動
産
取
引
を
検
査
し
た
結
果
が
公
表
さ
れ
た
。
報
告
書
は
、

「
か
ん
ぽ
の
宿
」
以
外

に
も
、
払
い
下
げ
後
の
資
産
が
高
く
転
売
さ
れ
る
実
態
、
運
営
利
益
が
関
連
天
下
り
法
人
に
プ
ー
ル
さ
れ
る
仕
組
み

も
明
ら
か
に
し
て
、
不
透
明
さ
を
強
調
し
て
い
る
。

（加
藤
裕
治
、
鈴
木
伸
幸
、
篠
ケ
瀬
祐
司
）

払
い
下
げ
は
何
の
た
め
に

行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
会

計
検
査
院
の
報
告
書
の
中
に

は
、
そ
ん
な
思
い
を
抱
か
せ

る
事
例
が
あ

っ
た
。

金
沢
市
の
中
心
部
か
ら
バ

ス
で
半
時
間
ほ
ど
の
同
市
金

石
地
区
。

「
住
宅
地
だ
け
れ

ど
最
近
は
人
が
減

っ
て
い
ま

す
。
す
ぐ
近
く
に
は
蓮
田
や

と
近
所
に
住
む
男
性
雀
じ
。

こ
の
の
ど
か
な
住
宅
地
に
二

〇
〇
五
年
十

一
月
ま
で
金
石

郵
便
局
が
あ

っ
た
。

報
告
書
に
よ
る
と
、
日
本

郵
政
公
社

（
現
日
本
郵
政
）

は
〇
六
年
二
月
、
跡
地
を
民

間
に
売
却
。
予
定
価
格
は
五

千
八
百
五
十
万
円
だ
が
、
実

ク
売
り
」
で
扱
わ
れ
た
。

そ
の
跡
地
が
〇
八
年
二
月

末
ま
で
の
二
年
間
で
六
回
も

転
売
さ
れ
、
最
終
的
に
分
筆

さ
れ
て
個
人
向
け
の
宅
地
に

な

っ
た
。
土
地
の
値
段
は
転

売
の
た
び
に
上
が

っ
た
。
三

回
目
の
転
売
の
売
買
価
格
は

七
千
三
百
二
十
万
円
。
五
回

会
計
検
査
院
に
よ
る
と
、

〇
三
年
度
か
ら
〇
七
年
度
の

間
に
、
郵
政
公
社
は
少
な
く

と
も
約
二
千
三
百
四
十
五
億

円
か
け
て
取
得
し
た
不
動
産

六
百
三
十
八
件
を
約
千
九
十

四
億
円
で
売
却
し
た
。
そ
の

後
、
約
八
割
の
五
百
十
件
が

会
計
検
査
院
は

「職
員
宿

舎
の
土
地
を
手
放
し
た
ケ
ー

ス
が
多
く
、
買
い
手
に
は
住

宅

開

発

を

狙

う
業

者

が

目

立

っ
た
。
業
者
は
個
人
に
分

譲
す
る
の
で
、
ど
う
し
て
も

転
売
は
多
く
な
る
。
開
発
状

況
や
景
気
の
影
響
で
、
値
段

が

当
初

よ

り
高

く
な
る

こ

と
も
あ
る
。
逆
に
さ
ら
地
の

ま

ま

の
所

も

あ

る
」

と
話

す
。し

か
し
、
ほ
か
に
も
郵
政

公
社
が
バ
ル
ク
で
手
放
し
、

五
百
万
円
余
で
転
売
さ
れ
た

土
地
が
最
終
的
に
二
千
六
百

五
十
万
円
に
な
る
な
ど
、
釈

然
と
し
な
い
取
引
が
散
見
さ

れ
る
。

「
転
売
し
て
高
く
売

れ
る
モ
ノ
な
ら
ば
、
な
ぜ
そ

の
よ
う
に
売
ら
な
か

っ
た
の

か
」
と
い
う
疑
間
は
残
る
。

国
民
の
資
産
を
扱

っ
て
い
る

以
上
、
怠
慢
の
そ
し
り
は
免

れ
な
い
と
こ
ろ
だ
。

ま
た
、
宿
泊

・
宴
会
施
設

「
メ
ル
バ
ル
ク
」
の
全
国
十

一
施
設
の
運
営
を
委
託
さ
れ

て
い
た
財
団
法
人

「
ゆ
う
ち

ょ
財
団
」

（
旧
郵
便
貯
金
振

興
会
）
が
、
約
八
十
九
億
円

を
積
立
金
な
ど
の
形
で
、
蓄

財
し
て
い
た
こ
と
も
明
ら
か

に
な

っ
た
。

同
施
設
の
運
営
委
託
先
は

〇
八
年
十
月
に
挙
式
サ
ー
ビ

ス
大
手
の
民
間
会
社
に
移
さ

れ
た
が
、
ゆ
う
ち
ょ
財
団
は

同
年
度
末
ま
で
に
、
約
五
十

九
億
円
の
利
益
を
積
み
立
て

て
い
た
。

加
え
て
、
メ
ル
パ
ル
ク
職

員
の
退
職
給
付
引
当
金
が
あ

る
。
新
し
い
運
営
主
体
の
民

間
会
社

へ
転
職
し
た
約
五
百

人

に
退
職

金

を
支

払

っ
て

も
、
約
四
十
七
億
円
が
残

っ

た
。
職
員
の
大
量
退
職
で
厚

生
年
金
基
金
の
維
持
が
で
き

な
く
な
り
、

一
一
年
九
月
末

に
基
金
は
清
算
さ
れ
る
が
、

そ
れ
に
伴
う
引
当
金
の
処
分

で
、
会
計
上
、
三
十
億
円
程

度
の
利
益
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。

際

は
他

の
土

地

と

一
緒

に

目
で
は

一
億
二
千
五
百
万
円

転
売
さ
れ
、
最
多
の
転
売
回

空
き
地
も
残

っ
て
い
ま
す
」
　

「
一
山
い
く
ら
」
の

「
バ
ル

に
達
し
た
。

数
が
先
の
金
石
の
六
回
だ

っ

ｒ

ｒ

ｒ

資産価値 は 150億円といわれなが ら、一 山い く
らで売 られる寸前だ つた「 ラフ レさいたま」 =
さいたま市で、本社ヘ リ「おおづる」か ら
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17 2010年 (平成 22年)3月 23日 (火曜 日 )

資産価催

らで売 唾

さいた 』

会汁検在院機第
30後の3の爆

だ:こ碁
ろく撃
僣書

子籠易生命保険
の加入者11■ん故

等の議滅等
に椰する
会計検

在の結果につ
いて1

総
務
省
に
よ
る
と
、
同
財

団
の
理
事
長
に
は
郵
政
次
官

な
ど
元
官
僚
が
五
代
に
わ
た

り
就
任
。
役
職
員
数
四
十

一

人
の
う
ち
九
人
が
官
僚
か
日

本

郵

政

の

Ｏ

Ｂ
で
占

め

る

「
天
下
り
団
体
」
だ
。

郵
政
関
連
の
公
益
法
人
三

十
五
団
体
の
中
で
は
有
給
常

勤
役
員
の
平
均
報
酬
が
最
も

高
く
、
年
千
二
百
万
か
ら
千

六
百
万
円
だ

っ
た
。

会
計
検
査
院
は
、
委
託
事

業
で
の
利
益
に
つ
い
て

「
郵

便
貯
金
法

（
〇
七
年
廃
止
）

で
メ
ル
パ
ル
ク
等
の
運
営
は

振
興
会
に
の
み
委
託
さ
れ
て

い
た
こ
と
な
ど
特
殊
な
状
況

が
あ
り
、
利
益
が
す
べ
て
ゅ

う
ち
ょ
財
団
に
帰
属
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、
今
後
、
検
討

の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
」
と
報
告
し
た
。

だ
が
、
同
財
団
は
、
利
益

の
処
分
に
つ
い
て
の
規
定
が

な
い
こ
と
を
盾
に

「
問
題
は

な
い
」
と
の
立
場
だ
。

◆

会
計
検
査
院
は
、

「
か
ん

ぽ
の
宿
」

一
括
譲
渡
問
題
に

つ
い
て
は
、
厳
し
く
問
題
点

を
指
摘
し
て
い
る
。

経
緯
を
振
り
返
る
と
、
郵

政
民
営
化
に
と
も
な
い
、
年

間
数
十
億
円
の
赤
字
を
だ
す

「
か
ん
ぽ
の
宿
」
は
、
五
年

以
内
の
譲
渡
か
廃
止
が
決
め

ら
れ
た
。

〇
八
年
十
二
月
に
結
ん
だ
。

と
こ
ろ
が
、
最
終
的
に
当
時

の
総
務
相
だ

っ
た
鳩
山
邦
夫

氏
が

「
国
民
に
出
来
レ
ー
ス

と
思
わ
れ
る
」
と
待

っ
た
を

か
け
、
〇
九
年
二
月
に
解
約

に
至

っ
た
。

会
計
検
査
院
は
こ
の
契
約

方
式
に
つ
い
て
、
旧
郵
政
公

社
時
代
は
単
純
売
却
で
す
べ

て
の
施
設
を
売
り
、
利
益
も

上
げ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
理

由
に

「
事
業
の

一
括
譲
渡
方

式
以
外
に
も
選
択
の
余
地
は

あ

っ
た
」
と
指
摘
し
た
。

譲

渡

価

格

に

つ
い
て

も

「
公
平
性
等
が
確
保
さ
れ
た

と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
」

と
厳
し
い
見
方
だ
。

が

っ
て
い
る
。

「
か
ん
ぽ
の

宿

諏

訪
」

（
長

野

県

諏

訪

市
）
で
は
、
同
じ
鑑
定
業
者

が
年
度
に
よ

っ
て
算
定
方
法

を
変
え
て
い
る
の
に
、
旧
郵

政
公
社
が
業
者
に
、
十
分
な

説
明
を
求
め
て
い
な
い
ケ
ー

ス
も
あ

っ
た
。

報
告
書
は

「
帳
簿
価
格
が

必
ず
し
も
資
産
価
値
を
適
切

に
反
映
し
た
も
の
と
な

っ
て

い
る
と
は
い
え
な
い
」
と
、

帳
簿
価
格
が
低
く
抑
え
ら
れ

て
き
た
可
能
性
を
指
摘
し
て

い
る
。「か

ん
ぽ
の
宿
」
の
運
営

に
は
問
題
も
残
る
。
七
十

一

施
設
中
五
十
九
施
設
の
赤
字

総
額
は
約
二
十
五
億
円
に
上

る
。
日
本
郵
政
は
、
宿
泊
料

見
直
し
や
人
件
費
削
減
な
ど

に
よ
り

一
一
年
度
に
は
八
億

円
の
黒
字
を
目
指
す
。

ま
た
会
計
検
査
院
は
、
経

営
状
態
の
悪
い
施
設
の

一
時

的

な
休

業

検

討

の
必
要
性

を
指
摘
し
っ
っ
、
グ
ル
ー
プ

や
団
体
客
の
開
拓
な
ど
で
、

利

用
客

増

の
可
能

性

を
指 で

、
会
計
上
、
三
十
億
円
程

度
の
利
益
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。こ

う
し
た
、
施
設
運
営
に

伴
う
利
益
は
、
委
託
契
約
の

終
了
時
の
処
分
に
規
定
が
な

い
た
め

「
ゆ
う
ち
ょ
財
団
の

帰
属
」
と
な

っ
て
い
る
。

摘
す
る
。
だ
が
実
現
は
可
能

か
。経

済
ア
ナ
リ
ス
ト
の
森
永

卓
郎
氏
は

「
国
民
は
か
ん
ぽ

の
宿
を
全
否
定
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
安
く
て
質
の

い
い
宿
に
す
る
工
夫
を
し
て

い
け
ば
う
ま
く
い
く
」
。

一
方
、
小
泉
純

一
郎
首
相

（
当
時
）
の
諮
問
機
関

「
郵

政
三
事
業
の
在
り
方
に
つ
い

て
考
え
る
懇
談
会
」
メ
ン
バ

ー
だ

っ
た
松
原
聡

・
東
洋
大

教
授
は

「
（
オ
リ

ッ
ク
ス
不

動
産
と
の
）
契
約
が
解
約
に

な
り
、
日
本
郵
政
が
か
ん
ぽ

解
雛
装
紳縣
黒

務
を
担
当
す
る
の
は
お
か
し

い
。
赤

字

施

設

は
廃

止

し

て
、
従
業
員
の
雇
用
を
何
ら

か
の
手
段
で
守
る
か
、
や
は

り

一
括
譲
渡
す
る
し
か
な
い

の
で
は
な
い
か
」
と
指
摘
す

る
。ど

ち
ら
に
し
て
も
、
国
民

に
よ
く
見
え
る
、
透
明
度
の

高
い
運
営
こ
そ
が
必
要
と
言

え
そ
う
だ
。

会 ::検 在 晩

日
本
郵
政
は

一
括
譲
渡
方

式
を
採
用
。
二
回
の
入
札
を

経
て
、
オ
リ

ッ
ク
ス
不
動
産

に
、

「
か
ん
ぽ
の
宿
」
な
ど

七
十
九
施
設
を
約
百
九
億
円

で

一
括
譲
渡
す
る
契
約
を
、

「
一
括
譲
渡
」
の
対
象
と

な

っ
た
七
十
九
施
設
の
土
地

代
、
建
設
費
は
計
約
二
千
四

百
億
円
。

一
方
、
帳
簿
価
格

は
、
公
社
化
し
た
〇
三
年
度

は
計
約
千
六
百
二
十
億
円
あ

っ
た
の
に
、
〇
八
年
度
に
は

オ
リ

ッ
ク
ス
不
動
産
が
落
札

し
た
約
百
九
億
円
に
近
い
、

計
百
二
十
億
円
台
に
ま
で
下
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